
16年
・
環
境
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
オ
ー
プ
ン
�

17年
・
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
愛
知
万
博
で
「
刈
谷
市
の
日
」
を
開
催

・
ミ
サ
サ
ガ
パ
ー
ク
に
愛
知
万
博
カ
ナ
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン

　

の
メ
イ
プ
ル
リ
ー
フ
を
設
置

25年
・
刈
谷
城
築
城
480
年
を
迎
え
る

26年
・
技
能
五
輪
刈
谷
大
会
開
催
�

・
30
年
ぶ
り
に
洲
原
池
の
池
も
み
が
行
わ
れ
る
�

・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

28年
・
み
な
く
る
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
�

・
人
口
15
万
人
達
成

27年
・
刈
谷
歴
史
検
定
開
催

・
夢
と
学
び
の
科
学
体
験
館
開
館

・
市
民
劇
「
は
る
か
に
つ
な
が
る
空
の
下
」
上
演

・
N
H
K
交
響
楽
団
刈
谷
公
演
開
催

19年
・
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ
さ
み
オ
ー
プ
ン
�

・
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
オ
ー
プ
ン
�

・
野
田
新
町
駅
完
成
�

21年
・
第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
愛
知
大
会
で
刈
谷
高
校
が

　

決
勝
進
出
�

・
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
で

　

合
宿
を
実
施

・
依
佐
美
送
信
所
記
念
館
I
E
E
E
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
贈
呈

・
市
民
だ
よ
り
２
０
０
０
号
を
発
行

22年
・
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
in
Ｋ
A
R
I
Y
A
開
催
�

・
市
役
所
新
庁
舎
完
成

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

23年
・
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
デ
ラ
ッ
ク
ス
ト
イ
レ

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
�

24年
・
13
年
間
開
催
さ
れ
た
刈
谷
総
お
ど
り
の
最
終
回
�

・
は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
特
別
公
開
�

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
茶
屋
川
園
ビ
オ
ト
ー
プ
完
成
�

20年
・
第
１
回
カ
リ
ア
ン
ナ
イ
ト
開
催

・
み
な
く
る
刈
谷
ウ
イ
ン
グ
デ
ッ
キ
開
通

・
登
山
家
・
石
川
冨
康
さ
ん
（
泉
田
町
）

世
界
7
大
陸
最
高
峰
を
制
覇

▲刈谷市の日パート①

▲登山家・石川冨康さん
と刈谷市長

▲刈谷市の日パート②

メイプルリーフ
◀◀川崎フロンターレ　

所属の中村憲剛選手

▲依佐美送信所記念館
の「送信機器一式」
がアメリカ電気電子
学会マイルストーン
に認定されました。

▲総合文化センター開館記
念イベントとして、万燈
祭をテーマに故郷・刈谷
を描く市民音楽劇「万燈
の輝く夜に」が公演され
ました。

▲市制65周年記念公演の市
民劇「はるかにつながる空
の下」が刈谷の街をテーマ
に上演されました。

▲NHK交響楽団刈谷公演

▲万燈祭　本楽

▲歴史博物館開館内お祭りひろば

▲歴史博物館開館記念式典

▲刈谷総おどり

�������

�������

平成を駆け抜けた「かりや市
民だより」にもさまざまな変化
がありました。

平成28年8月1日号

平成24年6月1日号

平成13年3月15日号

平成6年9月1日号

平成元年2月1日号

▲刈谷城築城480年を迎える
記念展やPRランニングな
どさまざまなイベントが開
催されました。また、市の
マスコットキャラクター
「かつなりくん」が誕生し
ました。

▲夢と学びの科学体
験館開館記念式典

30年
・
刈
谷
特
別
支
援
学
校
開
校
�

・
万
燈
祭
が
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト

大
賞
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

31年
・
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
オ
ー
プ
ン

平
成
か
ら
令
和
へ
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市民だよりヒストリー


